








本論は、上述のような課題を解決するために、 19 1 1年 7月 5/6日付け
のフッサールのデ、イルタイ宛ての書簡、 19 1 3年公刊の『イデーン I』、 1
9 1 2年から 19 1 5年へかけて執筆された『イデーンH』、 19 1 7年のフ
ッサールの二つの論文「現象学と心理学」および「現象学と認識論」に基づい
て、 19 1 1年時点から 19 1 7年時点までのフッサールの形相的心理学の展
開について究明する。
(1) 1 9 1 1年時点の現象学による諸科学の基礎づけの構想





























(2）『イデーン I』（ 1 9 1 3年時点）における形相的心理学の位置づけ
1 9 1 1年時点で構想された現象学による諸科学の基礎づけは、 19 1 3年
公刊の『イデーン I』において諸科学の現象学として体系化されることになる。





























































(3）「イデーンH』（ 1 9 1 2年～ 19 1 5年執筆）における形相的心理学の遂行








[ eidetische Reduktion］を遂行し、あらゆる超越化する統覚の純化［die 

























































(4) 1 9 1 7年時点における心理学と現象学の区別および関係




































































(5) 1 9 1 7年時点における形相的心理学と超越論的現象学

























































































本論は、 19 1 1年時点から 19 1 7年時点までのフッサールの形相的心理








1 9 1 2年から 19 1 5年へかけて執筆された『イデーンH』の時点で、自然
科学的経験や精神科学的経験や心理学的経験といった実在的な現実経験を存在
論的次元で分析する現象学としての形相的心理学が、体系的に遂行されたもの
と言える、ということである。第四に、 19 1 7年時点で、実在的次元に成立
する経験的心理学、その本質学としての形相的心理学、それら両者の基底とし
ての超越論的次元に成立する現象学という三層構造が確立される、ということ
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